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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月1日(2013.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造化有機薄膜（ＳＯＦ）の製造法であって、
　前記製造法は、
　（ａ）第１の溶媒と、
　　　　第２の溶媒と、
　　　　それぞれがセグメントと官能基とを含む、複数の分子構成要素と、
　　　　を含んでいる、液体を含む反応混合物を調製する工程と、
　（ｂ）前記反応混合物をウェットフィルムとして堆積する工程と、
　（ｃ）前記ウェットフィルムの変化を促進し、乾燥ＳＯＦを生成する工程と、
　を含むことを特徴とする、ＳＯＦの製造法。
【請求項２】
　前記乾燥ＳＯＦは、共有結合性有機骨格（ＣＯＦ）として配列した、複数のセグメント
と複数の連結基とを含み、前記乾燥ＳＯＦは、実質的に欠陥のない薄膜であることを特徴
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とする、請求項１に記載の製造法。
【請求項３】
　複合材構造化有機薄膜の製造法であって、
　前記製造法は、
　（ａ）第１の溶媒と、
　　　　第２の溶媒と、
　　　　二次的成分と、
　　　　複数の分子構成要素と、
　　　　を含んでいる、液体を含む反応混合物を調製する工程と、
　（ｂ）前記反応混合物をウェットフィルムとして基材上に堆積する工程と、
　（ｃ）前記ウェットフィルムの変化を促進し、乾燥ＳＯＦを生成する工程と、
　を含み、
　前記二次的成分は、単一の自立型ＳＯＦに共有結合していないことを特徴とする、複合
材構造化有機薄膜の製造法。
【請求項４】
　追加された機能性を持つ構造化有機薄膜の製造法であって、
　前記製造法は、
　（ａ）第１の溶媒と、
　　　　第２の溶媒と、
　　　　それぞれがセグメントと官能基とを含む、複数の分子構成要素と、
　　　　を含んでいる、液体を含む反応混合物を調製する工程と、
　（ｂ）前記反応混合物をウェットフィルムとして基材上に堆積する工程と、
　（ｃ）前記ウェットフィルムの変化を促進し、追加機能性を持つ乾燥ＳＯＦを生成する
工程と、
　を含み、
　前記分子構成要素は、前記ＳＯＦ内で追加機能性を生じるよう選択されていることを特
徴とする、構造化有機薄膜の製造法。
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